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一つの衣装の出現にはその時代の複雑な社会体制が多くの影響を与えている。 そして服装の
移りかわりは現代服の目まぐるしい回帰とは異なり，一つの時代から次の時代へと重なり合っ
て，少しずつデザインの変化を見せながら，いくつかの段階を経てゆっくりと進展するもので
ある。
しかし，1789年のフランス革命，そして18世紀半ばのイギリスに端を発した産業革命という
偉大な行為は服飾史上劇的な転換を余義なくされる。その過程において出現したシュミー ズ・
ドレスに焦点をあてて，それが生まれた時代背景，形態，及び装飾についての史的考察を試み
たい。なぜならば19世紀の近代的ファッションへの第一歩に，シュミーズ・ドレスは大きな役
割を果たしていると思われるからである。さらに1790年代から1810年にかけて，シュミーズ ・
ドレスの装飾に多く用いられたホワイ卜・ ワーク（白糸刺繍） についてもその技法の特徴を衣
服実物資料及び，文献資料から推察する。 服装史上，この期の服飾流行は他のどの時代よりも
現代服と直結する様々な要素を含んでいる。その意味において，シュミーズ・ドレス及びホワ
イ卜 ・ワ クーの考察は， 今日の衣服との関連においても興味深い。
本稿ではシュミーズ・ドレスの形態，着装の変化に着目し，現存する衣服実物資料からホワ
イ卜・ ワークの刺繍技法について試作を行い考察することとした。
I シュミーズ・ドレス
1 .フランス革命と服装の革命
18世紀後半のフランス，ルイ15世， 16世の時代，パリ効外ベルサイユ宮では豪警な宮廷生活
がくり広げられる。広い意味でロココと呼ばれるこの時期の宮廷服は，「人間の服装を精巧な
芸術作品の域にまで達した」と評されるほど優雅で華麗な形態であった。「ロー ブ・ア・ラ・フラ
ンセーズJと呼称される背中に大きくたたまれた美しいプリーツが特徴のこの衣裳は，宮廷の
儀式には最高の威厳をもって着用された。このリヨン製の極彩色豊かなドレスは，「装飾 “ア
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グレマン agrements”を置かなくて着装は成立しない」といわれるほど， 多種の飾りがつけ
られた。ルイ16世の王妃マリ ・アントワネットは，この宮廷服の装飾にさ らに一層の工夫を細
部にわたって施し，流行の大きな要素とした。この流行は王妃を取り巻く貴族の婦人達に普及
し，豪華さを競い合う。これは，次第に貴族階級全体の財政危機を招くこととなり，このファッ
ションの過熱がフランス革命への大きな要因のーっとなったのである。
1780年代，革命直前の過剰装飾のロココの服飾が最頂点に達した時，衣装は 「シュミーズ ・
ドレス」 という極端に簡素化された単純なシルエッ卜に急変する。それはもはや，加速されな
いところまでに過飾されたものの反動と言えよう。この流行の先駆者もまた，王妃マリ ・アン
卜ワネットだった。王妃は，自らのファッションを変えて行った。画家ヴジェ・ルプランが
1783年に発表した 「ゴー ルを着た王妃マリ・アントワネット」は，ヴ、エルサイユ宮近く， トリ
世I)
アノンの田園に遊ぶ農婦風の装いである（写真1）。この絵にみられる王妃の衣裳は白モスリ
ンのゆるやかなドレスで，装飾は胸元のフリルとウエスト位置の幅広のベルトだけで多くは見
られない。宮廷があまりにも複雑で過剰な装飾にとらわれているのとは対照的に，簡素で体に
自然なシルエッ卜のこのドレスは庶民から流行したものである。 前時代とは全く異なるシル
エットの急転化は，哲学者ルソーの説く 「自然回帰」やフランス人の聞に広まった英国心酔に
よる簡素さへの追従，古代ローマ・ギリシャの回顧趣味などいくつかの要因が重なり合つての
ことである。さらに産業革命という大きな出来事は織物産業の大変革をもたらした。これらが
服飾の世界へ強い影響を与え，服装は急速に簡素で自然な形態へと導びかれた。そして1789年
のフランス革命は，このシュミーズ ・ドレスの流行を一挙に推進させた。ナホ。レオンの第一帝
政期（1804-1815）には「エンパイア ・スタイ jレJと呼称され，宮廷服として着用されるまで
になる。このようにシュミーズ ・ドレスは，四半世紀の歴史の流れの中で高度に洗練されフラ
ンスでは宮廷服として確立し，全盛を極めるのである。
2.形態 ・構成・着装・素材について 写真 1 「ゴー ル（シュー ミー ズ・ア・ラ・
レー ヌ）を着た王姫マリ・アントワ
ネット」ルブラン作1783年（ワシン
トン・ナショナル・ギャラリー 蔵）
シュミーズ ・ドレスとは，肌着・下着のシュミーズ
chemis巴の形態を習った裁断も簡単なゆったりとしたドレ
スをいう。特に18世紀末から19世紀初期にかけて流行した，
ハイウエス 卜の円柱形のドレスのことを総称して呼ぶ。
シュミーズ ・ドレスは，西インド諸島からフランス女性
によってパリにもたらされたのが始まりである。 ドレス素
材が極薄のインドモスリンであること，そして植民地から
の新しいファッションの移入であることは注目すべきこと
である。前述のように，このシュミーズ・ドレスをいち早
く着装し流行させたのはマリ・アン卜ワネ yトであった。
特に，王妃風シュ ミー ズ ・ドレス（シュミーズ・ア・ラ・レー
ヌとも呼称する）と呼ばれ，フランス，イギリスに広まっ
た。
(1）形態
。シュミー ズ・ア・ラ・レー ヌ
この名称は， 前述の1783年にパリで発表したマリ・ア
ントワネッ卜の肖像画にちなんでつけられた。これは，
初期のシュミーズ・ドレスの形態である（写真2）。布
一杯にわたって縦地づかいの簡単な裁断で，身頃，ウエ
ス ト位置を何本かのギャザーで縫い縮める構成である
写真2 シュミーズ・ア・ラ・レー ヌの装い
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（図 1）。 また実物資料による製図から，胴衣のないワ
ンピース形式であり胸下に幅広いサッシュベルトをつけ
る着装である。特徴あるたっぷりとした袖は， 袖丈の半
分の位置でギャザーがよせられるか， またはリボンで押
えられている。ロココ期のような装飾は全く見られない。
シルエッ卜の上からも次のハイウエストラインのドレスへの過渡的なものと考えられる。
01790年代のシュミーズ・ ドレス
シュミーズ ・ドレスは，1790年以降フランスの女性服として定着し，次第に洗練度を高め儀
礼服及び宮廷服として全盛を極めるようになる。形態は胸はゆったりと明けられ，ウエス トの
位置は高く直線型のシルエッ卜で円筒形である。実物資料による製図から，シュミーズ・ア・ラ・
インチ。
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図1 シュミー ズ ・ア・ ラ・レー ヌの製図 1785年
D 
日c :=J 
1「 「 ALJB ふイh f I
10 
20 
30 袖
???
??
??
? ? ??
??
??
?
?
??
60 
c D ~ 
泉山・守屋： 19世紀初頭の ドレスの装飾について
1790年代のシュミューズ・ ドレスの製図
0＼ボタン
前身頃および
アンダーボディス
’'fl－－－一一ー ーー
図2
?
???
?
?
??????
??
?
「
，
?
?
?
｛
??
76 
0 
f一一ー 〈一一一ー 、
トー 一ー 一ー一一一
ヨー
ベルト
守三三三ヨF
0 
f ギャJーを寄せト
ゎl
??
??
アンダー
スリーブ
明
き
??
?（?
求妥
スカート
30 
20 
トー ーー ーー ーー ーー ーー l
袖口バンド
スカー卜
??????????
前ベルト
? 」
?
?
???
0 
インチ
77 
レーヌと比べると次の新しい変化が見られる。後ろは曳き裾となり，たっぷりとした短い丈の
袖に新しい変化がみられる。さらにウエスト位置で切り替えが見られる（図 2）。
01800年代のシュミーズ・ドレス
1800年代には， ドレスのシルエットに大きな変化はない。後ろスカートには長いトレーンが
つくのが流行した。しかし1810年代に入ると， ドレスの形態に新しい特色が見られるようにな
る。長いトレーンはなくなり，次第に装飾性が現われる。これは次時代へのファッションの変
化を予測させるものであった。
(2）構成と着装
シュミーズ・ドレスの構成上の特徴は，胸下までドレスが身体にフィッ卜するハイウエス卜
にあり，この部分で胴部とスカート
部が上下に切り替えられている点で
ある。実物資料から，その構成及び
着装上の要点を次の通りに列記する。
0前明きのシュミーズ・ドレス
前明きのドレスの前面は，胴部と
スカー卜部に切り替えがあり，ウエ
ス卜部分にベルトがついている。胴
部表身頃には，綿布やリネンによる
裏打ちがしである。このアンダー ・
ボディスを先に留めてから前身頃を
胸に当て着用するのが特徴である。
アンダー・ボディスの留め方として
は，ピンによる場合やひも締め，あ
るいは縫い留めるなどの方法がとら
れている（図3・4）。
後ろ身頃は胴とスカートが続いて
おり，実物資料の製図に見られるよ
うに小さな後ろ身頃が特徴である。
スカートはほとんど裏打ちは見られ
ず，着脱のために両脇でウエストラ
インから腰丈（約23-29cm位）まで
聞いている。スカート丈は前が床丈
で後ろは曳き裾になっているが，長
さはドレスによって様々であり，裾
を優雅にたくし上げ着込なすのが当
図3 前明きドレスの構成
図4 前明きドレスの着装
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時の流行であった。また，ハイウエストラインの後ろ中央にギャザーを集中させ脹らみを出し，
これを支えるために内部に小型パッスル ・パッドが縫いつけられている。
袖は短い丈のパフ袖であり，全体に裏打ち布（アンダ一 ・スリーブ）がついている。また，
腕の上部から手甲丈までの袖がついているのも特徴である。
0後ろ明きのシュミーズ・ドレス
1800年代に入って，ドレスは前明きから後ろ明きの新しい構成に変化したことが大きな特徴
である。この後ろ明きのドレスは次第に普及し， 1810年頃には，前述の前明きはほとんど姿を
消した。
胴部とスカー 卜部は切り替えが
あり，ウエストには 3cm幅のベル
トがついている。 胴部には，綿布
の裏打ちがしてある。前ベルト内
側中央に， ドレスを支える組が縫
い留められている。また，ネック
ラインに細い紐が通されているが，
着用の際胸元中央で結ばれ調節さ
れた。スカー 卜丈の後ろ中心はウ
エストからおよそ23cm位明きがあ
り，図のようにカギフォック留め
と組で、縛って着装した。また，ス
カー卜後方に集められたプリ ツー
を支え，張りを出すために，モス
リンをのりづけしプリーツ状にた
図5 後ろ明きドレスの構成
?
????????
?
?
??ッ????
（??
）
たんだものが縫い付けられている （図5）。
(3）素 材
シュミーズ ・ドレスの形態でも述べたように，この ドレスの大きな特徴は素材が白い柔らか
な木綿を使用していることである。前時代， ロココ期の多色づくめの絹織物から一転して白一
色の木綿への変化で、ある。フランス革命をはさんで，シルエットの急転化によって登場したシュ
ミーズ ・ドレスの簡潔な美しさを表現するには，木綿は最も適した素材であり，庶民の聞から
流行したこの ドレスの最初の素材がそのまま継承されたことも注目すべきことである。
初期のシュミーズ・ドレスの素材は，当初はイ ンドからもたらされたインドモスリンである。
このエキゾチックな柔らかな布は，たちまち当時の女性を魅了した。パリでは，イ ンドモスリ
ン地l着2000フラン，刺繍されたものは6000-8000フランという木綿といえども決して安い素
材ではなかった。 1790年から1794年のドレスに用いられた綿モスリンの価格について，英国の
記録だが 「SalisburyJournal 」の1791年4月号には次のように掲載されている。 「1ヤード
につきインド産純モスリンは7ポシド6シリング＼地
模様のあるフランス産ローンは 3-6ポンド，モラ
ヴィアンモスリンは1ポンドー4シリング」とあり，
インドモスリンが高価であることがわかる。 18世紀に
起った産業革命により綿紡績機が現われ，軽く柔らか
なしかも安価な綿布の生産が可能になった。 1770年代
からのシュミーズ・ドレスの流行から，また薄手木綿
の珍らしさと目新しさから， 1790年以降木綿はヨー
ローパに大変な流行をもたらした。
シュミーズ・ドレスは軽量であるほどファッショナ
ブルだとされ， 1800年には総量が2409という記録が
ある。軽く透明感のある極薄モスリン製のシュミー
ズ・ドレスは，着用しでも脚全体が透けてみえるよう
なものもあった（写真 3）。
写真3 シュミー ズ ・ドレス
「したきりの核心J
L・ ボワリ一作 1801年
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表1 シュミー ズ ・ドレスの主な素材
実物資料及び文献資料から推
察すると，シュミーズ・ドレス
に用いられている薄手木綿の布
地名は，表1に示す通りである。
素材は白色，或いは自に近い淡
色のモスリン，リノン，キャン
ブリック，マル・モスリンが多
く用いられた。実物資料から判
断すると現代のコットン・ロー
ンやオーガ、ンジィと比較して，
経緯の糸の数は今のものとほと
んど変わらないが，透明感の違
いは糸の細さによるものだとい
う。初期のシュミーズ・ドレス
は，白一色の無地が多い。しか
し，年代を追うごとに白木綿糸
の機械刺繍による水玉，小花，
看柄などの地模様のあるものや
白の表素材と同色の捺染による
プリント柄も現われた。綿素材
のシュミーズ・ドレスは，やカf
布 地 名
モスリン
(Musline〕
インデイア・モスリン
〔IndiaMuslin〕
ジャコネット・モスリン
〔JaconetMuslin〕
"7）レ・モスリン
〔MullMuslin〕
ベルカjレ
〔Percale〕
リノン
〔Linan〕
インディア リノン
〔IndiaLinan〕
キャ ンフ守リッグ
〔Cambric〕
ローン
〔Lawn〕
ゴーズ
〔Gau田〕
ノ〈テイスト
(Batiste〕
特 徴
元来は、西部アジアの古王国メソポタミアの首都モス
) レ（Mosul）で織られた薄地綿布をさす。
フランスでモスリンと呼んだことから起こった名称。
インド産のモスリンのこと。織目の細い手織り綿布で、
手ざわりも柔らかい。
薄地の平織綿布。手ざわりも柔らかい。
上等な薄地平織綿布、いわゆる薄手モスリンのこと。
綿紗ともいわれる。仕上げのさいに晒すためやわらか
な感触がある。
飾りのない平滑な軽い平織綿布。金巾のこと。
薄地の密な平織綿布。 麻布に感触は似ている。
インディアン・ローンとも呼ばれる。織目の細い手織
り面布で、麻に似せて織ってあるところからこの名称
がある。
薄地平織麻布、あるいは、綿布。フランス北部の都市
キャンプル（Cambrai）にちなんでつけられた名称。
白地の細くなめらかな薄地織物。
元来はフランスのローンで産出されたリネンのことで
あったが現在では普通は綿で織られている。
薄く透きとおった張りのある平織物。
紹に相当する。
上等の綿モスリン。 薄手の上等薄麻布。
製造者のフランス人名にちなんでつけられた名称。
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て1804年ナポレオンが高位につくとリヨン復興のため，再び絹素材が復活した。
(4）下着について
ロココ時代のローブ・ア・ラ・フランセーズに代表される宮廷用ドレスは，コール，コルセッ ト，
パニエによって形作られた上に着用されたものだった。この複雑な服飾造型を支えるためには，
鯨骨入りパニエとコルセットは不可欠なものであった。しかし1780年代，イギリスからもたら
されたシュミーズ・ドレスは，前時代とは極めて対照的な服装形態である。その下着について
も 「女性のからだを再発見し，コルセットやパニエを捨てた」といわれるほど不必要とされ，
脚全体が透けてみえるほどであるから，大変な勇気をもって着用したと思われる。自の柔らか
なモスリンを素材とする繊細なシルエッ卜を表現するには， 下着は障害であったのかもしれな
い。シュミーズ・ドレスは，身体と直接関わりあって皮膚感覚をよみがえらせた。しかしなが
らモスリンは透明度の高い布地のため，女性達は白や肌色の下着を着用する必要を次第に感じ
始めた。
現存している実物資料から判断すると，シュミーズ ・ドレスのアンダ ウーエアーについて次
のことが判った。
①この期を通じて胸部を “コー ル（胴
衣）”で締めつけられることは完全
になくなり， ドレスの絢の部分には
綿又は麻布で裏打ちがされる。つま
り，着用の際に左右にアンダー・ボ
ディスを胸の位置で重ねることで，
ブラシエール（胸衣）の役割を果し
た（図3，写真4参照）。 また，シュ
ミーズ・ア・ラ・レーヌにアクセサ
世2)
リー として用いられたフィシュ もー
胸をおおう意味で利用された。
②しかし次第に，胸を美しく形作るた
めのコルセットを着用するようにな
る。この期のコルセットは，前時代
のような鯨のひげは全く取り除かれ，
写真4 モスリン ・ドレス （1803-1805) 
英国コスチュームギャラリー 蔵
（マンチェスター ）
表布は白綿のサテン，裏は平織白麻布の二重仕立てで手縫いというソフ トな仕上がりと
なっている。
③パニエは完全に消失した。しかしドレスのスカー 卜部は，ハイウエストラインの後ろ中心
に多くのプリーツが集められているため，その脹らみを支えるためのパッドが必要となる。
“キュ”と呼ばれる小さな腰当てパッ ドは，後ろスカー ト中央部の後ろ身頃との接ぎ目の
縫い代に縫い止められている。
81 
m ホワイ卜・ワーク
1 .ホワイ卜・ワーク（白糸刺繍）の装飾について
前述のようにフランス革命の混乱を経て， 18世紀末から19世紀初頭にかけて流行の主流は，
白を基調とした薄地モスリ ンの衣裳「シュミーズ・ドレスjである。これらのほとんどが，白
一色か或いは無地の淡色であった。特に大理石のような白一色が好まれ，織物産業の発達によっ
て作られたより薄く，柔らかなモスリン地には繊細で気品ある白糸刺繍が女性達の絶大な支持
を得た。この装飾がファ ッションの表舞台に現われた要因には次のことが考えられる。この古
代調の円筒型のドレスには，ロココ期のような多色刺繍では重々しい装飾となる。また素材の
ほとんどが柔らかいモスリ ンであること，そして白一色が流行したことなどから白糸刺繍が最
も適すると考えられたのであろう。また白糸刺繍は，刺繍師組合の特権的独占物とはされてお
らず，誰もが自由にこれを作ることができた。数多くの手先きの器用な女性たちが，見事な作
品を作ったということも流行の一因である。
勿論，このホワイト・ワークの流行の背景にはルソーの新思潮や，古代ギリシャ・ ロ マーの
美を理想とした単純，端正さを重んじてのことである。 むき出しの幾可学的形態は， 多くの装
飾を拒否した。しかしその中にあって，この期の白糸刺繍はクラシックな装いをより引き立た
せた技法として着目される。それは当時の女性達の，唯一の装飾への意志表示だったのかもし
れない。
2.ホワイト・ワークの技法
世3)
ロココ期の衣装において， カラー，衿元やアンガジャン 卜にレー スをつけることは装飾の重
要な要素であった。当時レースは最高の賛沢品であったため，白糸刺繍を施した麻や木綿のも
のが使われることが多かった。白糸刺繍の歴史は古いが， この時期にカット ・ワークやベルギー
の飾りネットを模倣した複雑な技法が発達した。高度化した白糸刺繍の技法は， シュミー ズ・
ドレスの出現に伴って今までの服飾の附属品と してではなく，衣裳装飾の主なる部分として登
場する。手のこんだ白糸刺繍は，その裕福さに比例するものだとさえいわれた。
1790年代から1810年代の実物資料から，この期の服飾刺繍によく用いられているホワイト ・
ワークの特徴ある事柄について列記する。
0刺繍技法
シュミーズ ・ドレスの白糸刺繍に使われているステッチ技法の主なものは，サテン・ステッ
チ・ダーツ，フレンチ・ナッツ・ステッチ，アイレット・ステッチ，スランティング・オ－ ）＼ー カ
スト・ステッチ，ロール・ステッチなどである。特徴ある技法について以下に述べる。
・サテン ・ステッチ ・ダーツ
plumeties，浮き出し刺繍ともいう。白糸刺繍の代表的な面刺しの方法で，立体感のある技
法である。全体にダーニング・ステッチをして，さらにより多くの立体感が必要な場合は，ダー
ニング・ステッチを何段か重ねて中央を高くし，その上にサテン・ステッチを刺す方法，又はサ
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テン・ステッチを刺した上に，方向をかえてもう一度サ
テン・ステッチを刺す方法とがある。 モチーフの立体感
を表現するためには，糸の本数をかえるとともに，ダー
ニング・ステッチの糸を渡す方向に留意する（図6）。 こ
の期の白糸刺繍に多く用いられる技法である。
・スランテイ ング・オー ノてー カスト・ステッチ
細い線を表現するのに用いる。 ランニング・ステッチ
をして，その上にロール・ステッチの巻きつける糸を斜
めに渡していく方法である （図 6）。 ロープ状の立体感
のある刺し方で白糸刺繍に多く用いられる。
・フレンチ ・ナッツ・ステッチ
この期のシュミーズ ・ドレスの白糸刺繍に多く用いら
図6 白糸刺繍の技法
れている技法である。糸を針に巻きつけながら糸を引き スランティング・オー バ カース ト・ステッチ
締めて結び玉をつくる刺し方で，点を並べて線を表現す
る。輪郭や面刺しなどに使われ， 立体感を現わす技法である。
3.シュミーズ・ ドレスの図柄
18世紀，ロココ期の衣装では花文様が圧倒的に多く，シノワズリー（中国趣味）の影響を受
けながらも独自の展開をみせ，高い芸術性を持つものであった。写実的な花柄から18世紀中期
には，切り花のモチーフや花づな模様など花のデザイ ンにも時代の流行があった。
1770年代，革命直前の時代精神の現われであろうか，花柄は大きく変化し， 小花模様と縞が
交互に両列するようになる。 1790年代革命後，モチーフはロココ期とは全く異なる斬新で簡潔
な図柄丙となる。こ
の期のシュミ ー
ズ・ア・ラ・レー ヌ
は，白一色の飾り
のない無地である。
時代が進むにつれ，
白糸刺繍の出現と
ともに白モスリン
地には白木綿で，
小枝，小花，水玉，
電の地模様が刺繍
されるようになっ
た。特に インド
（ダッカ） のモス
写真5 白木綿のモスリン地に連続
する花柄模様 1805年頃
写真6 木綿のモスリン地に花や花束
の散らし模様 1805年頃
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リン地に刺繍したものが，フランスとイギリスで流行した。 1800年に入るとシュミーズ型のエ
ンパイア ・ドレスには，スカー卜の裾にボーダー柄や逆T字形の刺繍が流行する。その図柄は，
写実的な花や葉，果実を模したもののほか，花柄を描象的に扱ったものが現われ，モダンな図
案感覚を思わせる（写真5）。
特に，スカート裾の模様には葉模様が好んで用いられ，実物資料のドレスにはやしの葉や綜
欄の葉，オークの葉模様が残されている。つるの葉の連続模様，幾可学模様，花柄の左右対称
模様などはこの期の特徴である （写真6）。当時パリには多くの刺繍工房があり，装飾家たち
が刺繍デザインに携わり図柄の洗練度を高めた。
N 実物資料・試作
1 .実物資料の考察
衣裳博物館所蔵の19世紀初頭の実物資料から，ホワイ卜・ ワーク技法を施したドレスについ
て，その素材，形態，技法及び過程の考察を試みる。
0実物資料A ドレス 1803年 フランス メトロポリタン美術館所蔵 （写真7, 8) 
素材 ：イ ンドから輸入されたものと推定される，極薄のcottonmul。
形態：シュミーズ型のエンパイア ・スタイルのドレス。この期の特徴である高いウエス卜 ・ラ
インで胸元は大きく明けられており，袖はふっくらと して短い。身頃とスカー卜部分が，高い
位置でのベル トによってー続きに接ぎ合わされている。優雅な長いト レー ンはフランス的なエ
レガンスを漂わせる。
装飾と技法：重い木綿による白糸刺繍。主なステッチ技法は，サテン・ステッチ・ダーツ，フレ
ンチナッツ・ステッチで刺されている。特にダーニング・ステッチ部分は，中央を伺段か重ねて
写真7 実物資料A 1803年 写真8 実物Aのスカー卜前面の刺繍部分拡大
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かなり立体感を出しているのが特徴である。このようにスカー ト前中央部，裾，ヲ｜き裾部分に
かけて逆T字形の白糸刺繍は，この時期に流行した模様である。ベルトと裾の部分は同一模
様とし，前中央部の左右対称模様も幾可学模様を配し，この期の図柄の特徴を的確に表現して
いる。
過程：このドレスはElizabeth嬢がナポレオンの弟，J Bonaparteと1803年に結婚した時に
着用したものと推定される。それまでは装飾性の強いロココの衣裳が宮廷をはじめ儀式に着用
されていた。しかしこの若いアメリカ女性が，ロココの衣裳とは対照的な極薄のモスリンと白
糸刺繍で作られたドレスを結婚衣裳として用いたことは，当時の流行によるものであろう。
0実物資料B イブニングドレス 1806年 フランス V&A美術館所蔵 （写真9) 
素材：白木綿糸で全体に小さな刺繍がされている白モス
リン地。
形態：シュミーズ型のエンパイア・スタイルのドレス。
衣裳構成については，図3と同様の形態である。後ろス
カー卜中央のギャザ一分量は多く，着装後に組締めで
しっかりと固定されている。前衿ぐりにつけられている
長方形のカラーは，紐が通りギャザ一分量の調節がとれ
るようになっている。袖はこの期の特徴である短い丈で，
パンダイク風の トリ ミングがされている。
装飾・技法： フランス製の白木綿糸で，水玉模様が布全
体にわたってサテン・ステッチで刺繍されている。図柄
はこの期の特徴である植物模様を配している。衿，スカー
ト裾のボーダー及びトレ ンー部分はつる巻きひげとどん
ぐり，つる草を鎖模様でつないだデザインである。前中
註＜）
央部は当時流行したパルメッ 卜柄で，オークの葉をモ
写真9 実物資料B 1806年
チーフとしている。技法はフレンチナッツ・ステッチ，サテン・ステッチ，サテン・ステッチ・夕、ー
ツ及びチェーン・ステッチである。
特徴： この ドレスは1790年代から1810年にかけて，ホワイトモスリンを用いた古典調 ドレスの
一例である。特に白糸刺繍の図柄が前中央部分に位置する逆T字形刺繍として，最も流行し
た年代である。同様のドレスが1806年「Lady’sMonthly Museum 」や1809年の「Fashionable
Dress of the year 1809 Jに掲載されている。
0実物資料C ドレス 1805年 パリ国立モード衣裳博物館所蔵 （写真10・11)
素材 ：極薄のホワイトリ ノン
形態：シュ ミー ズ型のアンピール ・ドレス。後ろスカートのウエス卜位置のギャザ一分量は，
非常に薄い綿平織のためかなり多くとられている。前後スカー トの両脇には，三角形の袷がつ
き裾回り寸法を広くしている。
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写真10 実物資料C 1805年 写真1 実物Cのパックスタイル
装飾 ・技法 ：図柄は実物大の葉のついたぶどうと，さくらんぼうの模様が交互に配されている。
ぶどうの小枝とさくらんぼうの葉部分とが連続模様をなしている。スカー ト裾のボーダ 柄ーと
号｜き裾部分及び，前身頃の左脇ベル トの位置から右裾にかけて，前スカー卜部に斜めにこのモ
チーフが配置されている。この期の特徴である短い袖にも，同一モチーフが小花模様と共に刺
繍されている。白木綿糸による白糸刺繍は，業や実の部分にはサテン・ステッチ・ダー ツで柄の
中央部を高くして立体感を出している。
特徴 ：この ドレスは花嫁衣裳として製作されたものであり，この期の同様の ドレスよりトレー
ン部分が長い。写実的な果物柄を交互に配し，前スカート部は模様が斜めに横切るという斬新
なデザインである。刺繍部分も高度な手刺繍技法を裏づける繊細さである。
2.試作
モスリンなどの白色で柔らかい素材を用いたシュミーズ ・ドレスには，白木綿糸の白糸刺繍
による装飾が非常に多く用いられた。このシュミー ズ・ドレスにおける白糸刺繍の技法の一部
を再現することを目的とし，実物資料Aよりスカート前中央部及び，ウエス卜部の一部分に
ついて試作を行った。
実物大の図案を再現し，可能な限り類似した技法による刺繍の試作を試みた（写真12・13,
図7・8）。布地の材質については実物資料Aの素材に最も近いと思われる色感，及び透明度
の類似した新モス （綿100%）を選択した。 刺繍糸についてはフランスの古い刺繍サンプル帳
より検討し，その色感，太さ，光沢など一番類似していると思われる市販のフランス刺繍糸
DMC25番の白糸を使用した。図案及びステッチ技法は図6，表2に示す。 その結果をまとめ
ると次の通りである。
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図7 試作の図案 （ベル卜部）
i←実寸3cm叶 匂 ι rき：ぺ~~~ャ。内部代伶ヲヴ下寺
岡会l?.!t~：；（J?o主主主主。i)Jil:g斜_j~｝
同寸3c叶ら
ト一一一一一実寸約12.5cm一一一--1
図中，①，②の試作にあたって最も
困難であった点は，サテン・ステッチ・
ダーツ特有の浮出した量感をだすこと
である。同じくフレンチ・ナッツ・ス
テッチの一つ一つの量感をいかに同様
に再現するかであった。刺繍糸の本数
加減は比較的ウエス卜ベル卜部の刺繍
刺繍箇所
① 
② 
③ 
写真12 試作 （ベル卜部）
写真13 試作（スカー卜前中央部）
表2 試作の刺繍技法と使用本数
刺 繍 技 法 本 数
サテン・ステッチ ・ダ ツ ｜スカート部 3本どり
（プリュムティ） ベルト部 .ー...4本どり
｜スカート部 4本どり
フレンチ ・ナッツ
ベJレ卜部……5本どり
スランテイング・オーノ〈ーカス 3本どり
ト・ステッチ
のほうが，スカー 卜部より も量感があったため本数を増やして刺繍を試みた。 特にサテン・ス
テッチ・ダーツの技法は外郭線をステッチした後，内部を十分にダーニング・ステッチで埋め，
それを芯にしさらに上からサテン・ステッチを刺し，適度なボリュームを出すという方法のため，
糸を渡して行く方向（縦，横，斜め） によって微妙な変化が見られるのでこの点に留意した。
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またフレンチ・ナッツ・ステッチは通常糸を巻く回数は1- 2回程度であるが，試作は資料A
と同等の大きさ，量感をだすために3回巻きとした。
このように刺繍糸の本数加減とステッチテクニックを考慮した結果，当時の技法に近い立体
感のあるものが再現できたと思われる。しかしながら希薄で柔らかな布に刺繍を用いることは
高度な技術が必要であり，当時の技法がいかに難度の高いものであったかを推察することがで
きた。
V ま と め
18世紀末の短い期間のうちに衣裳は激変した。フランス革命，産業革命を経て，服装史上他
に例をみないほど女性服は細部（形態，素材，着装，文様，色彩）にわたり急転回をみせた。
その過程において，18世紀末から19世紀初頭にかけて出現したシュミーズ・ドレスは， 前時代
からの身分を表わす符号としての服装から服本来の自由な機能をとり戻した。パニエやコル
セットを廃し，自然な体を尊重したシュミーズ・ドレスはこの期のわずかの間，服装史上に異
彩を放った。それは19世紀をとび越えて20世紀の現代服と直結する「簡潔さ，機能性」をもつ
ものであると考えられよう。
19世紀初頭のシュミーズ ・ドレスの実物資料の考察からドレスの形態，着装，及びホワイ卜 ・
ワーク技法は現代服に継承されているものが多いと推測することができた。 以下確認できた結
果をまとめると次の通りである。
1 ）初期のシュミーズ ・ドレスの形態はシュミー ズ・ア・ラ・レーヌと呼称される寛衣形式である。
縦地使いの簡単裁断がなされ，ギャザーによって縫い縮める縫製で，幅広のサッシュベル
トをつける着装である。 1790年以降のシュミーズ・ドレスはフランスの女性服として洗練
され，全体のシルエッ卜は円筒形でハイウエストで切り替えられ，後ろスカー 卜には曳き
裾がついている。実物資料から判断すると胸衣をつけるなど高度な縫製が見られる。
2）素材は，白一色の柔らかな木綿で初期のドレスにはインドモスリンが使われ，綿素材とい
えども高価なものとの記録が残されている。 1790年以降からフランスでもより柔らかで透
明感のある木綿が生産され，シュミーズ ・ドレスの流行に伴ないヨーロッパに広くもたら
された。
3）初期のシュミーズ ・ドレスには装飾は全く必要としなかった。しかし1790年代以降の ドレ
スには，白一色の柔らかなモスリン地に白糸刺繍が登場した。簡潔さを重んじたこのドレ
スの繊細なホワイト・ワー ク技法は当時の女性達に絶大な支持を得た。
4）実物資料からホワイ ト・ワークに使われている主な技法は，サテン・ステッチ・ダーツとフ
レンチ・ナッツ・ステッチであり糸の本数，方向によってモチーチの立体感に違いが生じる
ことが判った。
5）図柄はロココ期の写実的な花文様とは異なり， 幾何学模様，つるの葉の連続模様， 花柄の
左右対称模様など，フランス革命を経て斬新で簡潔なデザイ ンとなった。
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6）実物資料3点からホワイト・ ワークの図案，技法を推察するとサテン・ステッチ・ダーツ及
びフレンチ・ナッツ技法が用いられ，衣服部分への図柄の配置に漸新なバランスが見られる。
7 ）実物資料A前スカー卜中央部及ぴベルト部について，再現する目的で試作を行ってみた。
最も困難であった点は量感の再現であり，当時の優れた技法がいかに難度の高いもので
あったかを推察することができた。
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註2）この期のドレスの胸元に， 両肩から胸元にかけて着装する白い薄手綿モスリン，麻地の三角形の肩
掛けの総称。
註3）ロココ期のロープの袖口を飾る髪寄せをしたフレア状のもの。 2段，3段のラッフルからなる豪箸
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に白糸刺繍をしたものを着装するのが多かった。
註4）椋欄の葉模様。
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